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中学校
ちゅうがっこう

ブロックでは、「自
じ

立
りつ

のための基
き

礎
そ

力
りょく

」の育
いく

成
せい

を共
きょう

通
つう

目
もく

標
ひょう

として掲
かか

げています。「自
じ

立
りつ

のための基
き

礎
そ

力
りょく

」にある「自
じ

立
りつ

」とは、言
こと

葉
ば

の意
い

味
み

としては、自
じ

分
ぶん

の力
ちから

で物
ものごと

事を進
すす

めていく

こととあります。そうした「自
じ

立
りつ

」を見据
み す

え、「自
じ

立
りつ

のための基
き

礎
そ

力
りょく

」を身
み

に付
つ

けていく子
こ

どもの

姿
すがた

を願
ねが

い、中学校
ちゅうがっこう

ブロックでの共
きょう

通
つう

目
もく

標
ひょう

としているのです。つまり、子
こ

どもたちが将
しょう

来
らい

自
じ

立
りつ

する

ために、小
しょう

学
がっ

校
こう

・中
ちゅう

学
がっ

校
こう

の期
き

間
かん

にその基
き

礎
そ

力
りょく

を身
み

に付
つ

けていくことを目
め

指
ざ

しているのです。 

そうした「自
じ

立
りつ

のための基
き

礎
そ

力
りょく

」の姿
すがた

を想
そう

定
てい

し、中
ちゅう

学
がっ

校
こう

ブロックでは挨
あい

拶
さつ

、清
せい

掃
そう

、感
かん

謝
しゃ

、けじ

めの最
さい

初
しょ

の文
も

字
じ

をとった「あせかけ運
うん

動
どう

」にも取
と

り組
く

んでいます。１月
がつ

の全
ぜん

校
こう

朝
ちょう

会
かい

で、挨
あい

拶
さつ

につ

いて話
はなし

をしました。挨
あい

拶
さつ

をどのようにしているかということです。「挨
あい

拶
さつ

は当
あ

たり前
まえ

」とよく言わ

れますが、その当
あ

たり前
まえ

は、どのようなことが当
あ

たり前
まえ

なのでしょうか。自
じ

分
ぶん

から挨
あい

拶
さつ

をするのが

当
あ

たり前
まえ

でしょうか。相
あい

手
て

から挨
あい

拶
さつ

をされてからするのが当
あ

たり前
まえ

でしょうか。考
かんが

えるきっかけ

になればと思
おも

い、全
ぜん

校
こう

に向
む

けテレビ放
ほう

送
そう

の画
が

面
めん

越
ご

しに問
と

いかけました。 

また、先
せん

日
じつ

、ネットのブログ記
き

事
じ

で、子
こ

どもの起
き

床
しょう

について、子
こ

どもが朝
あさ

自
じ

分
ぶん

で起
お

きるように

するにはどうするか、という内
ない

容
よう

のものがありました。どうすればよいでしょうか。記
き

事
じ

には、自
じ

分
ぶん

で起
お

きてくるまで「待
ま

つ」ということとありました。起
お

きるのが遅
おそ

くなり、ぎりぎりになってし

まうといったことも心
しん

配
ぱい

されます。しかし遅
おそ

くなるからと言
い

っていつも声
こえ

を掛
か

けて起
お

こしていては、

声
こえ

を掛
か

けないと起
お

きないという習
しゅう

慣
かん

が付
つ

いてしまうというのです。当
とう

然
ぜん

、いきなり何
なに

も声
こえ

を掛
か

け

ないとするのは無
む

理
り

ですね。なので、時
じ

期
き

を見
み

計
はか

らって保
ほ

護
ご

者
しゃ

が子
こ

どもから離
はな

れていくことがポイ

ントともありました。 

「自
じ

立
りつ

のための基
き

礎
そ

力
りょく

」という視
し

点
てん

から見
み

ると、挨
あい

拶
さつ

や朝
あさ

の起
き

床
しょう

など、日
にち

常
じょう

のいろいろな場
ば

面
めん

が「自
じ

立
りつ

のための基
き

礎
そ

力
りょく

」につながると感
かん

じます。子
こ

どもを取
と

り巻
ま

く環
かん

境
きょう

から「自
じ

立
りつ

のための基
き

礎
そ

力
りょく

」を身
み

に付
つ

ける機
き

会
かい

をいかに見
み

いだし、それを子
こ

どもにいかに投
な

げかけ、そして本
ほん

人
にん

にいかに任
まか

せていくのかが、私
わたし

たちには問
と

われていると考
かんが

えます。本
ほん

人
にん

に任
まか

せるのは何
なに

か、どこまで任
まか

せる

のか、そのきっかけはどうするか、考
かんが

えどころはいろいろあります。 

さて、朝
ちょう

会
かい

の話
はなし

以
い

降
こう

、朝
あさ

、昇
しょう

降
こう

口
ぐち

で挨
あい

拶
さつ

をしていると、たくさんの子
こ

どもが自
じ

分
ぶん

から挨
あいえ

拶
さつ

をす

るようになっています。少
すこ

しのきっかけでも、自
じ

分
ぶん

から動
うご

き出
だ

すことができるということを改
あらた

め

て感
かん

じました。できるところから少
すこ

しずつでも進
すす

めていきたいと思
おも

います。引
ひ

き続
つづ

き、保
ほ

護
ご

者
しゃ

の皆
みな

様
さま

のご協
きょう

力
りょく

をいただきますよう、よろしくお願
ねが

いいたします。 
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